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久
万
中
に
負
け
な
い
ゾ

面
河
渋
草
に
剣
道
ク
ラ
ブ
で
き
る

上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
地
区
に
、
こ
の
ほ
ど
剣
道
ク
ラ
ブ
が
発
足
、
週
三
回
一
般
、
青
少

年
が
激
し
い
け
い
こ
を
続
け
て
い
る
。
剣
道
ク
ラ
ブ
の
結
成
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
昨
年

末
。
自
然
美
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
少
年
た
ち
の
遊
び
場
は
学
校
の
運
動
場
か
、
神
社
、
危

険
な
河
原
が
せ
い
ぜ
い
。
そ
の
た
め
か
、
児
童
の
体
位
も
劣
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
公
務
員
中
川
和
広
さ
ん
、
同
竹
田
昇
さ
ん
、
宗
末
久
万
著
渋
草
駐
在
所
巡
査

ら
が
地
区
民
に
働
き
か
け
、
全
部
の
百
二
十
戸
か
ら
賛
成
を
得
て
二
十
万
円
予
定
の
寄

付
金
が
三
十
万
円
も
集
ま
っ
た
。
こ
れ
で
防
具
、
竹
刀
な
ど
を
そ
ろ
え
、
四
月
末
に
発
会

式
を
し
た
。

け
い
こ
場
は
渋
草
中
央
公
民

館
を
使
い
、
小
学
一
年
か
ら
中
学

三
年
ま
で
女
子
を
交
え
て
、
約
六

十
人
。
週
一
回
の
一
般
の
部
は
十
五

人
と
地
区
総
ぐ
る
み
。
出
席
率

も
一
〇
〇
%
に
近
い
。
木
村
四
段
、

正
鋳
初
段
ら
五
人
が
指
導
に
当

た
り
、
二
キ
ロ
も
離
れ
た
家
か
ら
参

加
す
る
子
供
に
は
、
高
岡
慶
徳
さ

ん
、
八
幡
春
義
さ
ん
ら
役
員
が
車

で
送
っ
て
い
る
。

(
昭
和
4 

1
年
6
月
9
日
)

体
育
館
狭
し
と
練
習
す
る

面
河
村
渋
草
剣
道
ク
ラ
ブ
員
ら

さ
よ
う
な
ら
…
学
校

面
河
村
笠
方
小
閉
校

笠
方
小
の
閉
校
は
面
河
ダ
ム
建
設
の

犠
牲
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
時
は

面
河
村
で
規
模
が
一
番
大
き
い
学
校
で
、

児
童
も
二
百
人
近
く
い
た
が
、
三
十
八

年
、
面
河
ダ
ム
が
完
成
し
た
と
た
ん
に

半
減
し
た
。
こ
の
際
、
一
部
に
は
他
校
に

統
合
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
声
も
あ
が
っ

た
が
実
を
結
ば
ず
、
延
び
延
び
に
な
っ

て
い
た
。

面
河
ダ
ム
の
建
設
で
同
校
区
の
中
心

地
や
同
校
舎
が
湖
の
底
に
沈
み
、
一
方
で

は
統
合
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
村
で

は
校
舎
(
八
教
室
)
を
建
て
た
り
、
運
動

場
を
つ
く
っ
て
授
業
を
続
け
て
き
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
ダ
ム
工
事
関
係
者
が

村
を
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
児

童
数
は
日
増
し
に
減
少
、
四
十
一
年
度

か
ら
全
学
級
が
複
式
授
業
と
い
う
最

悪
の
事
態
に
な
っ
て
大
勢
が
閉
校
に
傾

い
て
い
っ
た
。
児
童
四
十
数
人
は
四
月
か

ら
渋
革
小
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

距
離
が
あ
る
た
め
児
童
全
員
、
村
の
肝

入
り
で
バ
ス
を
利
用
す
る
方
針
。

児
童
ら
は
閉
校
を
記
念
し
て
校
庭

に
花
壇
を
つ
く
り
、
学
校
が
な
く
な
っ
て

も
ず
っ
と
花
の
世
話
を
し
、
将
来
の
思

い
出
に
残
し
て
お
こ
う
と
い
う
計
画
を

も
っ
て
い
る
。

(
昭
和
4
3
年
3
月
2
6
日
)

閉
校
に
な
っ
た
笠
方
小
は
、
面
河
ダ
ム
の
建
設
で

4
年
前
に
新
し
く
建
て
か
え
ら
れ
た
ば
か
り
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東
光
山
薬
師
寺

面
積
か
ら
い
え
ば
伊
予
郡
く
ら
い
あ
る
と
い
わ
れ
る

広
い
面
河
村
。
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
、
こ
こ
に
生
き
る
人

た
ち
の
生
活
条
件
は
厳
し
い
が
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
一
番
大

き
い
集
落
を
形
成
し
て
い
る
の
が
渋
草
で
あ
る
。
川
沿
い

に
村
役
場
を
は
じ
め
郵
便
局
、
農
協
、
森
林
組
合
な
ど
の

建
物
が
、
と
こ
ろ
狭
し
と
並
び
、
村
の
中
心
地
に
な
っ
て
い

る
。薬

師
寺
は
、
こ
の
集
落
を
見
下
ろ
す
、
一
段
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
。
こ
の
寺
が
で
き
た
の
は
昭
和
初
年
。
初
代
の

藤
原
楊
州
和
尚
は
越
智
郡
大
三
島
に
生
ま
れ
、
幼
く
し

て
出
家
し
た
。
広
島
県
の
瑞
応
山
王
林
寺
で
二
十
七
年

間
、
住
職
を
務
め
た
が
、
本
山
に
見
込
ま
れ
て
上
浮
穴
郡

川
瀬
村
(
現
在
は
久
万
町
に
合
併
)
の
定
徳
寺
に
派
遣

さ
れ
た
。

隣
村
の
柚
川
村
(
現
在
の
面
河
村
)
は
、
面
積
に
お
い

て
県
内
第
一
で
、
戸
数
に
し
て
も
七
百
余
戸
、
人
口
三
千

七
百
余
人
と
い
わ
れ
、
大
き
い
村
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

村
に
は
、
禅
門
信
者
が
多
数
い
な
が
ら
、
寺
院
の
布
教
道

場
が
全
く
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
和
尚
は
、
当
時

の
菅
広
綱
村
長
、
重
見
丈
太
郎
村
議
に
会
い
、
布
教
寺

院
の
設
立
を
話
し
合
う
一
方
、
一
般
に
広
く
呼
び
か
け
た
。

こ
の
結
果
、
四
カ
月
後
に
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。全

く
新
し
い
土
地
へ
の
寺
院
設
立
だ
け
に
、
前
途
に
は

数
多
く
の
困
難
が
待
ち
受
け
、
基
盤
が
で
き
る
ま
で
に

は
、
か
な
り
の
日
時
を
要
し
た
。
農
家
の
別
室
や
学
校
を

借
り
、
こ
こ
を
布
教
道
場
に
し
て
急
場
を
し
の
い
だ
。
雨
、

露
を
し
の
ぐ
程
度
と
い
っ
た
状
況
で
、
和
尚
自
身
、
場
合

に
よ
っ
て
は
自
分
の
持
ち
物
を
売
り
払
う
な
ど
、
寺
を

軌
道
に
乗
せ
る
の
に
東
奔
西
走
し
た
。
村
民
も
労
を
惜

し
ま
ず
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
村
民
と
寺
が
一
心
同
体

と
な
り
、
今
日
の
姿
を
築
い
て
き
た
と
い
え
る
。

寺
の
新
築
に
際
し
て
は
、
敷
地
か
ら
建
築
資
材
に
い
た

る
ま
で
村
民
の
提
供
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
住
民
が
総
出

し
て
、
井
戸
も
掘
っ
た
。
境
内
に
植
え
込
ま
れ
て
い
る
サ

ク
ラ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
な
ど
数
多
い
木
々
や
寺
の

一
本
を
と
っ
て
み
て
も
、
何
一
つ
村
民
の
息
が
か
か
っ
て
い
な

い
も
の
は
な
い
。

さ
ら
に
昭
和
二
十
四
年
に
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
初
め
て

お
寺
の
基
本
財
産
が
で
き
た
。
在
郷
軍
人
会
は
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
を
植
林
し
た
二
十
㌶
ば
か
り
の
山
を
持
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
が
敗
戦
で
解
散
し
、
村
の
手
に
渡
っ
た
。
村
は
、
こ
の

土
地
だ
け
を
寺
に
提
供
、
寺
で
は
、
檀
家
の
供
出
金
七
万

二
千
六
百
円
で
こ
の
立
ち
木
を
買
い
取
っ
た
。

幼
年
林
だ
っ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
は
こ
こ
二
十
年
の
間
に

り
っ
ば
に
成
長
し
、
今
で
は
時
価
一
千
万
円
以
上
と
か
。
敗

戦
に
続
く
農
地
改
革
で
、
多
く
の
寺
院
は
経
済
困
難
に

陥
っ
た
が
、
こ
の
寺
で
は
、
こ
れ
が
反
対
に
今
日
の
確
固
た

る
経
営
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
原

講
堂
住
職
(
五
一
)
は
「
建
物
の
改
築
な
ど
は
、
す
べ
て
山
林

か
ら
の
収
益
に
よ
っ
て
お
り
、
今
で
は
寺
を
維
持
す
る
こ

と
に
憂
慮
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
。

(
昭
和
4
4
年
4
月
2
9
日
)

東
光
山
薬
師
寺
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離
村
率
は
県
下
一

新
築
校
舎
も
廃
校
の
運
命
1

上
浮
穴
郡
面
河
村
は
典
型
的
な
過
疎
地
帯
。
百
五

十
七
平
方
㌔
㍍
と
今
治
市
の
二
倍
以
上
の
広
さ
だ
が
、

人
口
は
三
千
二
百
人
(
四
十
二
年
三
月
現
在
)
。
七
年
前

に
は
四
千
三
百
人
も
い
た
の
に
、
千
百
人
以
上
も
減
っ
て

し
ま
っ
た
。
県
下
一
の
減
少
率
だ
。
な
ぜ
減
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
三
年
前
、
完
成
し
た
県
下
最
大
の
人
造
湖
、
面
河
ダ

ム
の
た
め
八
十
四
世
帯
が
水
没
地
帯
と
な
り
、
ダ
ム
周
辺

や
松
山
市
近
郊
な
ど
に
移
り
住
ん
だ
。
も
と
も
と
平
地

部
が
少
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
長
年
、
住
み
な
れ
た
土
地

を
去
る
以
外
に
な
か
っ
た
の
た
。

湖
の
水
辺
や
水
中
に
、
か
つ
て
の
住
家
の
土
台
が
見
え

る
。
こ
の
そ
ば
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
を
耕
し
て
い
る
中
川
源

蔵
さ
ん
(
七
八
)
に
会
っ
た
。
源
蔵
さ
ん
も
水
没
世
帯
の
一
人
。

田
畑
が
か
な
り
あ
っ
た
が
補
償
金
七
百
万
円
を
も
っ
て

松
山
市
石
井
に
移
っ
た
。
だ
が
「
ふ
る
さ
と
」
が
恋
し
く

て
毎
年
、
積
雪
時
以
外
は
帰
郷
、
小
屋
で
自
炊
し
な
が
ら

植
林
地
の
手
入
れ
や
他
人
の
耕
地
を
手
伝
い
、
独
り
過

ご
し
て
い
る
。
「
昔
は
こ
の
あ
た
り
に
百
七
十
戸
も
家
が

あ
っ
て
、
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
そ
れ
が
八
十
戸
に
減
っ
た
。
私

の
子
供
は
九
人
い
た
が
戦
死
や
若
死
に
で
三
人
し
か
残
っ

て
お
ら
ん
。
家
内
も
二
十
年
前
に
死
ん
だ
…
…
」
生
活

費
は
戦
死
し
た
子
供
の
遺
族
年
金
で
賄
っ
て
い
る
と
い
う
。

近
く
に
わ
ら
ぶ
さ
の
廃
屋
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
手
入

れ
す
れ
ば
住
め
そ
う
だ
が
、
内
部
は
荒
れ
果
て
て
い
た
。

隣
家
の
林
業
、
永
井
順
一
さ
ん
(
三
四
)
は
「
終
戦
後
に
家
を

建
て
た
ら
し
い
が
、
間
も
な
く
松
山
に
移
っ
た
と
か
聞
い

た
。
三
年
前
、
一
千
万
円
か
け
て
新
築
し
た
笠
方
小
学
校

も
児
童
数
が
減
り
、
い
ず
れ
廃
校
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
う
わ
さ
が
出
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

草
原
地
区
に
行
っ
て
み
た
。
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
面

河
渓
か
ら
南
へ
約
三
キ
ロ
。
う
ち
一
㌔
は
道
幅
一
㍍
も
な
い

急
坂
。
標
高
約
八
百
㍍
。
急
傾
斜
面
に
人
家
が
へ
ば
り
つ

い
て
い
た
。
た
っ
た
の
七
戸
。
「
こ
れ
で
も
こ
の
間
ま
で
三

十
戸
は
あ
っ
た
の
で
す
よ
。
十
年
前
は
木
炭
ブ
ー
ム
で
景

気
が
よ
か
っ
た
け
ど
原
木
も
な
く
な
り
、
木
炭
も
売
れ

な
く
な
っ
た
の
で
、
山
を
降
り
る
人
が
増
え
た
。
わ
た
し

も
出
た
い
け
ど
、
子
供
が
四
人
い
る
し
、
行
く
と
こ
ろ
も

な
い
の
で
我
慢
し
て
い
ま
す
」
と
菅
時
尾
さ
ん
(
四
三
)
は
い

う
。
主
人
は
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事
で
働
い
て
い
る
。
工

事
が
終
わ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
「
ど
う

し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

同
村
の
今
年
度
一
般
会
計
予
算
は
約
五
千
万
円
。
う

ち
村
税
収
入
は
一
千
万
円
。
二
千
八
百
万
円
の
交
付
税

よ
い
の
で
離
村
者
も
少
な
い
の
で
す
が
、
ほ
か
の
地
区
で

は
年
寄
り
ば
か
り
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
ね
」
と
同
村
役
場
の
中
川
正
毅
さ
ん
(
三
(
し
。

同
村
は
造
林
に
適
し
て
い
る
し
、
林
野
率
も
九
七
%
。

し
か
し
、
現
実
に
村
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
平
均
所
有

は
一
㌶
以
下
が
ほ
と
ん
ど
、
戦
後
の
乱
伐
で
幼
齢
林
が
多

い
。
加
え
て
村
外
に
移
っ
て
い
る
人
の
所
有
林
が
増
え
て

い
る
。
面
河
渓
に
レ
ジ
ャ
ー
に
く
る
都
会
人
が
陽
気
に
さ

わ
ぐ
の
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
同
村
に
残
っ
て
い
る
人
た

ち
は
生
活
に
精
い
っ
ぱ
い
。
過
疎
地
帯
の
悩
み
は
予
想
以

上
に
大
き
か
っ
た
。

(
昭
和
4
2
年
8
月
2 

5
日
)
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で
財
政
を
支
え
て
い
る
。

し
か
も
総
人
口
の
大
半
を

占
め
る
農
林
業
者
の
村
税

よ
り
営
林
署
や
役
場
職

員
な
ど
約
百
八
十
人
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
納
め
る
村
税

の
占
め
る
率
が
年
々
増
え

て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
農

家
の
収
入
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

「
青
年
団
は
三
十
七
人
。

中
学
を
出
る
と
ほ
と
ん
ど

が
村
を
出
て
し
ま
う
。
割

石
地
区
の
開
拓
地
で
は
養

蚕
熱
が
高
ま
り
、
収
入
も

「
昔
は
こ
こ
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
が
み
ん
な
い
な
く
な
っ
た
」
と

く
ず
れ
か
け
の
家
を
な
が
め
な
が
ら
ひ
と
り
働
く
中
川
さ
ん
。

向
こ
う
に
み
え
る
り
っ
ぱ
な
笠
方
小
学
校
も
近
く
廃
校
に
な
り
そ
う
だ
。
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面
河
に
国
民
宿
舎
が
完
成

来
月
か
ら
店
開
き

上
浮
穴
部
面
河
村
が
建
設
中
だ
っ
た
国
民
宿
舎
「
面

河
」
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
六
月
一
日
か
ら
営
業
を
始
め
る
。

国
定
公
園
面
河
渓
に
建
つ
こ
の
宿
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
四
階
(
一
部
五
階
)
、
収
容
人
員
約
百
人
、
総
工
費

約
六
千
二
百
万
円
、
郡
内
で
最
大
の
宿
舎
規
模
を
も
ち
、

県
下
に
あ
る
四
つ
の
国
民
宿
舎
の
中
で
も
最
高
の
設
備

を
備
え
た
と
い
う
。
同
村
で
は
面
河
渓
の
観
光
開
発
を

さ
ら
に
積
極
的
に
進
め
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

渓
谷
美
を
誇
る
面
河
渓
は
昔
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
集
め
て
き
た
が
、
最
近
国
道
3
3
号
線
な
ど
の
道
路
整

備
が
進
む
に
従
っ
て
、
県
下
は
も
ち
ろ
ん
、
高
知
、
阪
神
、

中
国
方
面
か
ら
も
バ
ス
、
自
動
車
を
連
ね
て
来
る
客
の
数

が
急
激
に
増
え
、
昨
年
だ
け
で
も
約
二
十
七
万
人
を
上

回
っ
た
と
い
う
。
だ
が
二
、
三
あ
る
民
営
の
旅
館
で
は
約
二

百
人
の
宿
泊
が
限
度
。
そ
こ
で
同
村
が
二
千
六
百
万
円

の
国
民
年
金
特
別
融
資
の
ほ
か
三
千
六
百
万
円
を
捻

出
し
て
宿
舎
建
設
に
踏
み
切
っ
た
。

五
色
橋
の
す
ぐ
下
流
、
五
色
河
原
沿
い
の
絶
好
の
敷

地
に
昨
年
四
月
着
工
し
た
宿
舎
建
設
に
は
自
然
美
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
立
ち
木
の
枝
ひ
と
つ
切
る
に
も
気
を

配
り
、
冬
季
の
零
度
以
下
の
寒
気
に
、
打
ち
込
む
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
す
ぐ
凍
る
な
ど
、
難
工
事
だ
っ
た
。
完
成
し
た

宿
舎
は
延
べ
面
積
一
四
五
五
・
七
平
方
㍍
、
全
館
暖
房
で
、

浴
室
も
広
く
作
っ
て
あ
る
。
グ
レ
ー
と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ

ー
の
モ
ダ
ン
な
外
装
は
前
の
五
色
河
原
、
後
方
の
パ
ノ
ラ
マ

台
の
景
勝
と
調
和
し
、
自
家
発
電
機
、
厨
房
な
ど
の
内

部
機
械
設
備
を
自
動
化
し
た
ほ
か
、
夜
具
な
ど
も
高
級

の
も
の
を
そ
ろ
え
、
松
山
市
の
一
流
ホ
テ
ル
に
も
負
け
な
い

ほ
ど
と
い
う
の
が
村
当
局
の
自
慢
。
宿
泊
費
は
一
泊
二
食

で
大
人
九
百
円
か
ら
千
円
、
中
学
生
七
百
円
と
安
く
、

食
事
も
山
菜
、
川
魚
料
理
を
主
に
す
る
そ
う
だ
。

(
昭
和
4 

1
年
5
月
2 

4
日
)

面河漢の自然美の中に完成したモダンな国民宿舎「面河」

熱心にこれからの林業を話し合う研修生たち

面
河
で
県
山
村
中
堅
青
年
の
研
修

七
月
二
十
五
日
か
ら
上
浮
穴
郡
面
河
村
国
民
宿
舎

「
面
河
」
で
開
か
れ
て
い
た
県
主
催
の
山
村
中
堅
青
年

林
業
教
室
研
修
会
が
二
十
九
日
終
わ
っ
た
。
今
回
で
三

回
目
、
五
十
七
人
の
研
修
生
は
実
習
を
中
心
と
し
て
、
熱

心
な
学
習
活
動
を
続
け
た
。
と
く
に
既
婚
者
を
含
む
女

性
三
人
が
初
め
て
参
加
、
と
も
に
学
習
し
た
こ
と
は
、
今

年
四
月
、
両
陛
下
を
お
迎
え
し
た
温
泉
郡
久
谷
村
で
の

全
国
植
樹
祭
を
き
っ
か
け
と
し
た
県
民
の
林
業
へ
の
関

心
度
の
高
ま
り
を
み
せ
て
い
た
。

今
回
の
総
合
研
修
は
前
二
回
が
、
松
山
市
堀
江
で
講

義
を
主
に
し
て
い
た
の
を
変
え
、
県
内
随
一
の
林
業
地
帯
、

上
浮
穴
郡
で
実
習
を
重
点
と
し
た
。

(
昭
和
4
1
年
7
月
0
0
日
)
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自
然
美
の
大
観
光
地
に

面
河
の
「
国
民
の
森
」
起
工
式

来
年
迎
え
る
「
明
治
百
年
」
を
記
念
し
て
高
知
営
林

局
が
上
浮
穴
郡
面
河
村
に
設
け
る
「
国
民
の
森
」
の
起

工
式
が
、
十
一
月
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
同
村
面
河
渓
で
行

な
わ
れ
た
。
同
森
は
林
業
知
識
の
普
及
、
自
然
保
護
と

森
林
美
の
造
成
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
な
ど

を
目
的
に
、
林
野
庁
が
全
国
で
六
カ
所
、
四
国
で
一
カ
所

設
置
す
る
も
の
。
来
年
完
成
す
る
と
、
自
然
美
を
フ
ル
に

生
か
し
た
一
大
観
光
地
に
な
る
と
関
係
者
は
期
待
し
て
い

る
。

(
昭
和
4
2
年
n
月
3
日
)

面
河
「
国
民
の
森
」
で
明
治
百
年
の
記
念
植
樹
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高
知
営
林
局
が
昨
年
十
一
月
か
ら
二
年
計
画
で
上
浮
穴
部
面
河
村
に
達
成
し
て
い
る
「
国
民
の
森
」
で
、
五
日
午
前
十
一

時
か
ら
四
国
四
県
の
関
係
者
百
五
十
人
が
出
席
し
て
、
明
治
百
年
記
念
植
樹
が
行
な
わ
れ
た
。

「
国
民
の
森
」
は
林
業
知
識
の
啓
発
普
及
、
自
然
保
護
と
森
林
美
の
造
成
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
な
ど
を
目

的
に
、
林
野
庁
が
明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
全
国
で
六
カ
所
、
四
国
で
一
カ
所
設
置
す
る
も
の
。
国
定
公
園
「
面
河

渓
」
を
中
心
に
、
石
鎚
山
(
標
高
一
、
九
八
二
㍍
)
を
含
む
国
有
林
約
千
二
百
五
十
㌶
に
、
林
産
資
源
と
国
土
保
全
の
両
機

能
を
調
和
さ
せ
、
さ
ら
に
保
健
休
養
の
場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
計
三
千
五
百
万
円
を
投
じ
林
業
標
本
館
、
高

山
植
物
園
、
伐
採
状
況
を
一
望
に
収
め
る
展
望
台
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
新
設
。
来
年
度
完
成
予
定
の
県
営
石
鎚
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
と
と
も
に
急
増
す
る
観
光
客
を
収
容
す
る
休
憩
室
、
駐
車
場
、
遊
歩
道
な
ど
を
整
備
し
て
、
訪
れ
る
人
々
に
自
然
の

「国民の森」の起工式(面河漢の鶴ケ背橋)

美
し
さ
を
満
喫
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

こ
の
日
の
記
念
植
樹
は
「
国
民
の
森
」

の
造
林
を
兼
ね
た
も
の
で
、
面
河
村
大

味
川
の
猿
谷
山
国
有
林
で
行
な
わ
れ
た
。

野
村
副
知
事
、
矢
野
県
議
会
副
議
長
ら

が
出
席
、
付
近
の
国
有
林
十
三
牢
に
、
一

昨
年
行
な
わ
れ
た
植
樹
祭
で
天
皇
、
皇

「
国
民
の
森
」
で
記
念
植
樹
を
す
る
野
村
副
知
事
(
手
前
)
ら

后
両
陛
下
が
お
手
ま
き
に
な
っ
た
ス
ギ
の

門

苗
木
百
五
本
を
、
出
席
者
が
一
本
ず
つ
丁

寧
に
植
樹
し
た
。

高
知
営
林
局
で
は
こ
れ
に
続
い
て
、
本

県
の
林
業
試
験
場
や
松
山
営
林
署
で

育
て
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
九
千
二
百

本
を
二
・
二
㌶
に
植
え
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
木
は
明
治
二
百
年
ま
で

保
存
さ
れ
る
。
(
昭
和
4
3
年
4
月
6
日
)



1965へ1969暮らし

危
険
な
回
り
道
も
解
消

渓
谷
に
通
学
専
用
橋

上
浮
穴
郡
面
河
村
通
仙
橋
の
渓
谷
に
面
河

第
一
小
学
校
の
父
兄
ら
が
十
数
年
来
念
願
し
て

い
た
通
学
専
用
の
永
久
橋
が
架
け
ら
れ
、
六
月

二
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
同
校
校
庭
に
関
係

者
二
百
五
十
人
が
出
席
し
て
落
成
式
を
し
た
。

こ
の
完
成
で
本
組
地
区
の
児
童
ら
は
通
学
距

離
が
二
㌔
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

面
河
第
一
小
(
児
童
約
百
人
)
は
、
元
の
面
河
、

城
山
両
小
学
校
が
統
合
さ
れ
て
二
十
八
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
と
き
新
し
い
学
校
は
同

村
通
仙
橋
の
面
河
側
の
地
に
移
さ
れ
、
杉
山

を
整
地
し
て
校
舎
や
運
動
場
が
つ
く
ら
れ
た
。

通
学
専
用
橋
を
渡
り
初
め
す
る
青
木
面
河
村
長
と
面
河
第
一
小
学
校
の
児
童
ら

学
校
の
東
側
に
は
木
橋
(
幅
三
㍍
、
長
さ
四
十
㍍
)
が
で
き
、
こ
の
橋
を
通
っ
て
児
童
た
ち
は
登
下
校
し
て
い
た
が
、
同
校
の

西
の
方
向
に
あ
た
る
本
組
地
区
の
児
童
た
ち
は
、
こ
の
橋
だ
と
回
り
道
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
学
距
離
も
長
く
な
る
の
で

不
便
だ
っ
た
。
同
地
区
の
児
童
は
全
校
児
童
の
半
数
近
く
も
お
り
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
面
河
渓
に
通
じ
る
県
道

西
条
-
久
万
線
を
通
っ
て
通
学
し
て
い
る
同
地
区
の
児
童
は
、
面
河
渓
に
行
き
来
す
る
観
光
バ
ス
な
ど
の
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
に

出
合
い
、
し
ば
し
ば
立
ち
止
ま
る
状
態
で
、
危
険
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
同
地
区
の
父
兄
ら
は
、
統
合
の
当
初
か
ら
安
全
で
近
道
に
な
る
学
校
の
西
側
に
橋
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
関
係

者
に
強
く
要
望
し
続
け
て
き
た
。
同
村
で
も
児
童
数
の
減
少
な
ど
か
ら
四
つ
あ
る
小
学
校
を
将
来
一
つ
に
ま
と
め
る
方
針

を
立
て
、
こ
れ
に
備
え
て
面
河
第
一
小
学
校
の
環
境
整
備
に
臨
む
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
父
兄
の
要
望
も
入
れ
て
永
久
橋
を

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
橋
は
四
十
一
年
度
か
ら
工
事
に
掛
か
っ
て
い
た
も
の
で
、
長
さ
六
十
㍍
、
幅
二
・
五
㍍
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
で
、
こ
の
橋
か
ら
県
道
に
至
る
間
(
百
㍍
)
も
地
元
か
ら
土
地
が
提
供
さ
れ
、
通
学
道
路
と
し
て
整
備
、
危
険
防
止

か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
付
け
ら
れ
た
。

(
昭
和
4
3
年
6
月
2 

1
日
)

面
河
渓
谷

交
通
ラ
ッ
シ
ュ
緩
和
へ

歩
行
者
に
観
光
道
路
、
幅
員
拡
張
工
事
急
ピ
ッ
チ

松
山
営
林
署
は
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
車
や
人
の
列

で
ま
ひ
状
態
に
な
る
面
河
渓
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、

同
渓
内
の
観
光
道
路
の
幅
員
を
二
倍
程
度
に
広
げ
て
い

る
。
面
河
渓
へ
の
探
勝
客
は
、
最
盛
期
に
は
一
日
一
万
数
千

人
、
車
七
、
八
百
台
に
上
る
が
、
関
門
か
ら
面
河
国
民
宿

舎
前
ま
で
の
観
光
道
路
・
国
有
林
道
の
幅
員
が
三
・
六
㍍

と
狭
く
、
上
り
下
り
す
る
車
に
観
光
客
は
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
処
し
て
、
通
天
橋
か
ら
面
河
国
民
宿
舎
手

前
ま
で
の
間
(
七
百
五
十
四
㍍
)
で
山
手
の
岩
石
を
切
り

取
り
、
現
在
の
国
有
林
道
の
幅
を
六
㍍
程
度
に
広
げ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
通
天
橋
か
ら
奥
四
百
三
十
一
㍍
は
、
四

十
三
年
度
事
業
と
し
て
工
費
八
百
万
円
で
す
で
に
幅
員

拡
張
さ
れ
、
残
り
の
分
は
四
十
四
年
度
中
に
実
施
、
完

成
さ
せ
る
計
画
。

(
昭
和
4
4
年
5
月
2
4
日
)

人・車の混雑解消を図って拡幅された面河渓内の道路
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1
年
8
カ
月
ぶ
り
満
水

来
年
の
田
植
え
用
水
ま
ず
O
K

上
浮
穴
郡
の
面
河
ダ
ム
が
七
月
四
日
早
朝
、
満
水
に

な
っ
た
。
ゲ
ー
ト
を
閉
じ
て
か
ら
一
年
八
カ
月
ぶ
り
で
あ
る
。

「
西
の
愛
知
用
水
」
と
い
わ
れ
農
業
、
工
業
用
水
を
供
給

し
、
電
力
ま
で
を
生
み
出
す
こ
の
ダ
ム
は
、
二
千
八
百
三

十
万
ト
ン
の
水
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
飲
み
こ
ん
だ
。

面
河
ダ
ム
は
三
十
五
年
か
ら
工
事
に
か
か
り
、
十
九
億

二
千
八
百
万
円
を
か
け
て
完
成
、
こ
と
し
の
四
月
に
完
工

式
が
あ
っ
た
。

一
昨
年
か
ら
貯
水
に
は
い
っ
た
も
の
の
昨
年
は
農
業
用

水
の
末
端
水
路
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
満
水
を
避
け

て
年
越
し
、
こ
の
四
日
午
前
五
時
十
分
、
完
成
後
初
め
て

満
水
に
な
っ
た
。

梅
雨
に
入
る
前
の
水
位
は
三
十
七
㍍
。
一
カ
月
間
に
大

雨
が
多
く
、
二
千
八
百
三
十
万
ト
ン
の
水
が
貯
ま
っ
た
。
満

水
後
は
ゲ
ー
ト
を
約
十
㌢
ほ
ど
越
え
た
。
こ
の
貯
水
量

は
毎
秒
一
ト
ン
の
割
で
流
し
て
も
三
百
十
日
か
か
り
、
ダ
ム
の

水
位
を
一
㍍
上
げ
る
の
に
百
万
ト
ン
の
水
が
い
る
。
同
ダ
ム

用
水
管
理
事
務
所
の
話
に
よ
る
と
「
今
後
の
天
気
に
よ

っ
て
多
少
は
変
わ
る
が
、
ま
ず
来
年
の
田
植
え
用
水
に
は

事
欠
く
ま
い
」
と
い
う
。

(
昭
和
4
0
年
1
月
6
日
)

水
没
家
屋
も
顔
出
す

面
河
ダ
ム
ほ
ぼ
干
上
が
る

水
不
足
に
あ
え
ぐ
道
前
道
後
平
野
へ
の
農
、
工
業
用

水
の
供
給
源
で
あ
る
上
浮
穴
郡
面
河
村
相
野
の
面
河
ダ

ム
は
、
有
効
貯
水
量
二
千
六
百
八
十
万
ト
ン
が
九
月
二
十

三
日
に
は
三
百
五
十
万
ト
ン
に
減
り
、
こ
の
ま
ま
降
雨
が

な
け
れ
ば
、
あ
と
一
カ
月
く
ら
い
で
全
面
送
水
不
能
と
な

り
そ
う
だ
。
県
下
一
の
有
効
貯
水
量
を
持
つ
人
造
湖
も
八

分
の
七
く
ら
い
が
干
上
が
り
、
ダ
ム
の
規
模
か
ら
い
え
ば
、

「
た
ま
り
水
」
の
よ
う
。
水
没
家
屋
の
跡
や
田
畑
な
ど
が

二
年
ぶ
り
に
次
々
と
姿
を
見
せ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

送
水
を
続
け
れ
ば
、
二
十
日
間
程
度
で
底
を
つ
き
そ
う
。

(
昭
和
4
2
年
9
月
2
4
日
)
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水
が
自
然
の
内
懐
を
埋
め
つ
く
し
、

せ
き
を
越
し
て
流
れ
出
し
た
面
河
ダ
ム

干上がって水没した鳥居(中央)なども姿を見せた面河ダム(点線は満水位)
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3
年
後
完
成
目
指
す

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
起
工
式

有
料
道
路
・
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
起
工
式
が
四
月
二

十
六
日
、
上
浮
穴
部
面
河
村
関
門
の
同
路
線
起
点
予
定

地
に
、
久
松
知
事
ら
関
係
者
約
百
人
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。

起
工
式
に
は
久
松
知
事
の
ほ
か
野
村
副
知
事
、
済
木

県
土
木
部
長
、
明
比
県
議
会
建
設
委
員
長
(
議
長
代
理
)
、

鳥
生
高
知
営
林
局
長
、
村
上
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
建
設

期
成
同
盟
会
長
、
青
木
面
河
村
長
ら
が
出
席
し
て
、
ま

ず
午
前
十
一
時
か
ら
起
点
予
定
地
に
つ
く
ら
れ
た
祭
壇

で
神
事
が
行
な
わ
れ
、
久
松
知
事
の
く
わ
入
れ
の
あ
と
、

関
係
者
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
工
事
の
無
事
を
祈
っ
た
。

(
昭
和
4
0
年
4
月
2
7
日
)

石鎚スカイラインの起点予定地でくわ入れする久松知事

雪
の
谷
間
に
つ
ち
青
高
く

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事
急
ピ
ッ
チ

上
浮
穴
郡
面
河
村
関
門
-
土
小
屋
一
六
・
七
㌔
を
結

ぶ
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
九
月
に
着
工
以
来
約
四
カ
月
、

工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
四
十
年
度
工
事
分
の
四
〇
%

く
ら
い
を
消
化
、
四
十
三
年
四
月
中
に
も
完
成
の
予
定

で
あ
る
。

今
年
度
分
の
工
事
目
標
は
二
千
㍍
で
、
二
億
円
の
予

算
で
熊
谷
組
(
東
京
都
)
が
九
月
初
め
着
工
、
十
七
ト
ン
型

ブ
ル
ド
ー
ザ
四
台
、
作
業
員
二
百
人
を
投
入
し
て
工
事

を
急
ぎ
、
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
起
点
か
ら

す
ぐ
両
河
川
に
架
か
る
第
一
橋
(
長
さ
三
十
六
㍍
、
幅
員

六
㍍
)
は
、
橋
脚
の
建
設
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
一
月
中
旬
に
も

概
略
完
成
す
る
。

標
高
六
百
四
十
五
㍍
の
起
点
か
ら
七
百
三
十
㍍
ま
で

ヘ
ア
ピ
ン
型
に
曲
げ
、
一
気
に
上
げ
る
道
路
は
一
応
ル
ー
ト
が

で
き
て
お
り
、
ま
だ
ら
雪
の
急
傾
斜
山
腹
の
一
部
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
ち
や
石
積
み
工
事
が
た
け
な
わ
。

七
百
三
十
㍍
の
地
点
で
は
、
延
長
百
二
十
㍍
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
四
月
中
に
、
こ
の
第
一
ト

ン
ネ
ル
の
少
し
先
ま
で
舗
装
を
除
く
工
事
が
完
成
す
る
。

(
昭
和
4
0
年
1 

2
月
2
8
日
)

土
止
め
の
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
や

石
積
み
工
事
も
い
ま
た
け
な
わ

61



1965-1969開発

全
コ
ー
ス
開
削
終
わ
る

完
成
後
は
松
山
か
ら
日
帰
り

昭
和
四
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工
事

は
、
来
春
の
開
通
を
目
指
し
て
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

瀬
戸
内
海
大
橋
の
架
橋
と
合
わ
せ
て
本
県
の
観
光
開

発
の
柱
と
も
い
え
る
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
。
県
観
光
公
社

で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
基
地
と
な
る
石
鎚
山
系
土
小

屋
周
辺
を
大
観
光
地
に
し
よ
う
と
準
備
を
始
め
た
。
今

後
ど
の
よ
う
な
観
光
開
発
を
計
画
し
て
い
る
の
か
現
地

を
訪
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
探
っ
て
み
た
。

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
完
成
す
れ
ば
、
松
山
か
ら
面
河

を
経
て
土
小
屋
ま
で
車
で
約
二
時
間
半
で
行
け
る
。
県

で
は
、
四
十
年
か
ら
三
カ
年
で
九
億
円
の
工
費
を
か
け
有

料
道
路
を
つ
く
る
計
画
だ
っ
た
が
、
面
河
か
ら
土
小
屋
に

い
た
る
コ
ー
ス
が
予
想
以
上
に
岩
盤
も
複
雑
、
紫
蘭
で
難

航
、
つ
い
に
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
現
在
は
基

礎
工
事
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
、
す
で
に
全
コ
ー
ス
の
山
の
切

り
崩
し
を
終
え
、
工
事
は
完
工
ま
で
六
〇
-
七
〇
%
前

後
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
全
コ
ー
ス
の
う
ち
六
カ
所
に
ト
ン

ネ
ル
(
最
長
冠
山
ト
ン
ネ
ル
二
百
㍍
)
、
七
カ
所
に
橋
(
最

長
金
山
橋
六
十
五
㍍
)
を
設
け
る
計
画
だ
が
、
傾
斜
が

さ
つ
い
た
め
予
想
以
上
に
難
航
し
て
い
る
。
来
春
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

な
ん
と
い
っ
て
も
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
コ
ー
ス
が
国
定

公
園
内
、
文
化
財
保
護
区
域
、
保
安
林
内
に
あ
り
、
ブ
ナ
、

四
国
シ
ラ
べ
な
ど
の
原
生
林
を
ぬ
っ
て
登
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
た
め
一
万
三
千
立
方
㍍
の
木
材
伐
採
と
い
う
犠

牲
も
払
っ
て
い
る
。

県
観
光
公
社
の
計
画
で
は
、
面
河
渓
へ
の
観
光
客
は

三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
増
え
、
四
十
年
に
は
年
間
三
十
二

万
八
千
人
。
そ
の
後
、
四
十
二
年
ま
で
の
伸
び
率
は
平
均

一
三
%
。
四
十
四
年
の
推
定
観
光
客
は
約
四
十
五
万
人

に
達
す
る
と
み
ら
れ
る
。
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
完
成
す

れ
ば
、
こ
の
う
ち
七
〇
%
を
誘
致
で
き
る
も
の
と
推
定
。

こ
う
し
た
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
施
設
と
し
て
、
同
公

社
の
構
想
は
現
在
の
と
こ
ろ
三
期
の
工
事
で
、
宿
泊
施

設
は
国
民
宿
舎
、
簡
易
宿
舎
、
そ
し
て
展
望
台
駐
車
場

な
ど
を
建
設
す
る
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

(
昭
和
4
3
年
7
月
2 

1
日
)
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舗装工事の始まった石鎚スカイライン(面河村関門のスカイライン入り口付近で)

石
鎚
山
を
目
の
前
に
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が
す
す
む

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
(
土
小
屋
か
ら
2
キ
ロ
の
地
点
で
)

舗
装
工
事
始
ま
る

上
浮
穴
郡
面
河
村
に
建
設
さ
れ
て
い
る
石
鎚
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
は
、
仕
上
げ
の
段
階
に
入
り
舗
装
工
事
が
始
ま
っ

た
。
面
河
村
関
門
か
ら
石
鎚
山
系
土
小
屋
ま
で
の
間
(
延

長
一
七
・
六
㌔
)
を
結
ぶ
同
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
最
近
全
線

に
わ
た
っ
て
卓
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
途
中
の

金
山
谷
な
ど
七
カ
所
に
は
橋
(
総
延
長
二
百
㍍
)
が
取
り

付
け
ら
れ
、
側
溝
や
落
石
止
め
な
ど
の
工
事
が
現
在
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

舗
装
工
事
は
面
河
村
関
門
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
入
り
口

か
ら
始
め
ら
れ
、
十
月
未
ま
で
に
ま
ず
延
長
十
二
キ
ロ
の

区
間
を
舗
装
す
る
。
残
り
は
来
年
の
雪
解
け
を
待
っ
て

取
り
掛
か
り
、
四
十
五
年
八
月
ま
で
に
す
べ
て
完
成
さ
せ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

(
昭
和
4
4
年
9
月
1
3
日
)
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